
７DAYS,Peace.
（七北田公園活性化協議会）

七北田公園から発信する杜の都のシビックプライド
～あらゆる主体を巻き込んだ、更なる七北田公園利活用の促進～

令和６年度実施事業実施報告



団体概要
＜団体名＞

7DAYS,Peace.（七北田公園活性化協議会）

＜団体のミッション＞

七北田公園の活性化を通し、泉中央を市民の皆様の目的地にする

＜構成メンバー＞

泉青年会議所OBを中心に約30名

＜これまでの取り組み＞

IZUMIパークディ（泉区共催）

IZUMINATION（泉青年会議所共催）



１年目に実施した事業により新たに把握した課題

（１）仮設店舗の設置・運営
・季節による仮設店舗の利用者数の差が大きく、利用者が減少した際の対応が必要だった。
・飲食を初めとした各種サービスを展開とする店舗が無く、普段より公園を訪れる魅力・足を運ぶ動機

となる仕掛けが足りない。
・既にイベント実施を成功している団体等との連携は達成したが、新しくまちづくりの担い手になり得

る人の参画できる機会が少ない。
・出店エリアやルールが決まっていない状況であり、新規営業希望者やキッチンカー出店希望者への対

応が十分でない。

（２）イベント相談支援・管理運営協議会設立に向けて
・イベントの相談を受け、共催という形で実施できたものが多いが、相談者が主催として実施できたイ

ベントが少ない。
・相談支援を受けた内容や、利活用に対応・実施するための、ハード面やソフト面が十分でないこと。

（３）HP・SNSによる情報発信
・積極的に情報発信はしたものの、その浸透には思いのほか時間がかかったこと。
・現場での掲示物や案内が不足していたこと。

（４）データ収集・利用者分析
・年間を通じた利用者のデータ等、まだ図り切れていないデータがあった。
・早朝や夜間における公園利用ニーズを把握しきれなかった。
・泉中央地区全体との連携・波及効果の検証が不足していた。



 （１）新たな公園サービスの提供による公園内のにぎわい創出

⇒仮設店舗を核とした、公園利用者向けの飲食サービスや各種プログラムを展開し、

にぎわいを創出させる。

 （２）多様な主体と連携した公園づくり

⇒若い世代や新たなまちづくりの担い手が、参画や連携しやすいような環境づくりを行い、

利活用を加速させる。

 （３）利用者ニーズに対応した情報発信

⇒七北田公園の情報発信の核としての機能を担い、各種媒体を用いた情報発信を行う。

 （４）公園利用者データの収集

⇒今まで把握できていなかった公園利用者のデータを収集し、七北田公園における

「基礎データ」とすることで、今後の公園利活用に繋げる。

事業目的



 （１）仮設店舗の設置・運営

⇒各種団体との連携プログラムの展開等より、NANA+ICHIカフェの更なる可能性を探り、

利用者数昨年度比20％増を達成する。

 （２）イベント相談支援・管理運営協議会設立に向けて

⇒イベント相談支援の実施件数５件以上を目指す。

七北田公園管理運営協議会の準備委員会を設立し、年４回の開催を目指す。

 （３）HP・SNSによる情報発信

⇒継続的な情報発信により、七北田公園の利活用を促進させ、年間の閲覧者数15,000人以上を

達成し、更なる本事業の浸透を図る。

 （４）公園利用者データの収集

⇒今まで把握できていなかった公園利用者のデータを収集し、七北田公園における

「基礎データ」とする。

事業目標



（１）仮設店舗の設置・運営（＋α営業形態の柔軟対応・スタートアップ支援プログラムの実施）

①営業形態を柔軟に変化させ、利用者増減に対する課題に対応・・・夜間営業

②民間事業者に対するスタートアップ支援プログラムを展開・・・・HPによりキッチンカー事業者、ワークショップ出店者等を公募

③多様な主体と幅広く連携し、新たな利活用を促進・・・・・・・・ベガルタ仙台、泉青年会議所、婚活イベント会社、大学生などと連携

（２）イベント相談支援・管理運営協議会設立に向けて

（＋αイベント出店者へのサポートやヒアリング・準備委員会の組織）

①相談者が自立してイベントを実施できるようなサポート・・・大学生と連携し、マルシェを実施

②出店者へのヒアリングやアンケートを実施し、利活用推進に係るニーズを把握・・・出店者にヒアリングを実施

③七北田公園管理運営協議会の準備委員会を組織・・・・・・・七北田公園の魅力づくりに関する検討会議に参加

（３）HP・SNSによる情報発信（＋α七北田公園イベント情報の発信窓口・ブランディング）

①本事業の更なる浸透を図り、公園利用者の集客を向上・・・浸透が少ない若者の多くが利用しているインスタグラムを中心とした情報発信

②情報発信による、七北田公園のブランディングを実施・・・季節ごとの公園内の魅力の発信、各種イベントの様子を掲載

③現場での情報発信の充実化・・・・・・・・・・・・・・・園内に掲示板及び案内看板を設置

（４）データ収集・利用者分析（＋α公園基礎データの収集分析・泉中央地区との連携）

①通年のデータ収集を行うことで、七北田公園の基礎データとし、今後の利活用を推進・・・AIビーコンによるデータ収集

②R5年度の収集データと比較・分析を行い、今後の利活用の方向性を検討・・・気温が高い夏季は日中よりも夜間の需要有

③泉中央地区とのデータの連携により波及効果を検証・・・・・・・・・・・・今後実施予定

事業の具体的な内容



 事業実施場所

事業内容



 事業実施前  事業実施後

事業内容



 事業実施の様子

  HAPPY PARASOL（市民参加型ワークショップ）

事業内容



 事業実施の様子

HALLOWEEN Marche

事業内容



 事業実施の様子

語り火

事業内容



 事業実施の様子

イベント相談支援の様子

事業内容



 事業実施の様子

七北田公園の魅力づくりに関する検討会議

事業内容



 HP・SNSによる情報発信

事業内容



 HP・SNSによる情報発信

事業内容



 データ分析について

昨年度

昨年度対比

２２３％

事業内容



 事業実施にむけての各種申請等の動き
・公園管理課 ：公園施設設置（管理）許可申請

都市公園内行為許可申請

・建築審査課 ：仮設許可申請

・泉区街並み形成課 ：５３条許可申請

・泉区衛生課 ：食品営業許可申請

 協働先

建設局 百年の杜推進部 公園管理課
・各種許認可等の助言・支援（公園利用、飲食許可等）

・市民協働事業定例会議の実施

・七北田公園における各イベント実施者との橋渡し

仙台市の協働課や各種申請



（１）新たな公園サービスの提供による公園内のにぎわい創出

R6年度利用者数：約11,000人

【参考】R5年度利用者数：約9,000人

昨年度比：22％増（目標：20％増）

（２）多様な主体と連携した公園づくり

イベント相談支援の実施件数：7件（目標：5件以上）

（３）利用者ニーズに対応した情報発信

HPの年間閲覧者数：35,000人（目標：15,000人以上）

（４）公園利用者データの収集AIビーコン測定

通年の利用者：1,826,672人

・春先（4～5月）の利用者数：443,677人

・冬季（12～3月）の利用者数：455,382人

事業成果



（１）仮設店舗の移設・運営

泉ヶ池周辺に仮設店舗を移設し、引き続き公園内のにぎわいを創出するとともに、

公園の各エリアの持つポテンシャルを広く探り、今後の事業展開を検証

（２）魅力向上やにぎわい創出に資するイベントの実施やルール作りを検討

引き続き、各種イベントやプログラムを多様な主体と連携して実施

さらに、令和７年６月に設立した七北田公園管理運営協議会に会長として参加し、

キッチンカーの出店ルールを含めた公園のルール作りを検討

（３）HP・SNSによる情報発信

引き続き、インスタグラムを中心とした情報発信を実施

事業終了後の展開



我々は、杜の都の仙台市民としての
シビックプライドを公園から発信いたします

新たな毎日に、公園を
７DAYS,Peace.
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